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石
田
優
子
学
長
が
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
の
任
命
を
受
け
、
在
広
島
カ
ナ
ダ
名
誉
領
事
に
就
任
。
キ
ャ
ン
パ
ス

　
石
田
優
子
学
長
が
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
の
任
命
を
受
け
、
在
広
島
カ
ナ
ダ
名
誉
領
事
に
就
任
。
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
在
広
島
カ
ナ
ダ
名
誉
領
事
館
が
開
設
さ
れ
た
。
政
府
の
水
際
対
策
緩
和
に
伴
い
、
広
島
経
済
大
学
に
お

内
に
在
広
島
カ
ナ
ダ
名
誉
領
事
館
が
開
設
さ
れ
た
。
政
府
の
水
際
対
策
緩
和
に
伴
い
、
広
島
経
済
大
学
に
お

い
て
も
国
際
交
流
が
再
び
活
性
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
、
世
界
が
再
び
絆
を
深
め

い
て
も
国
際
交
流
が
再
び
活
性
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
、
世
界
が
再
び
絆
を
深
め

よ
う
と
し
て
い
る
今
、
名
誉
領
事
と
し
て
の
抱
負
を
聞
い
た
。

よ
う
と
し
て
い
る
今
、
名
誉
領
事
と
し
て
の
抱
負
を
聞
い
た
。

国際交流を推進、未来の平和の架け橋に
石田優子学長が在広島カナダ名誉領事に就任

　

本
学
学
長　

石
田
優
子
は
、

こ
の
た
び
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
任

命
を
受
け
、
２
０
２
２
年
11
月

２
日
に
「
在
広
島
カ
ナ
ダ
名
誉

領
事
」
に
就
任
し
た
。
日
本
国

内
に
は
、
札
幌
、
大
阪
、
広
島
、

福
岡
と
４
カ
所
に
カ
ナ
ダ
の
名

誉
領
事
館
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
名
誉
領
事
が
就
任
し
て

い
る
。
在
広
島
カ
ナ
ダ
名
誉
領

事
館
の
管
轄
区
域
は
、
中
国
地

方
の
５
県（
広
島
、岡
山
、鳥
取
、

島
根
、山
口
）
と
な
っ
て
お
り
、

（
１
）
カ
ナ
ダ
国
籍
者
へ
の
領

事
サ
ー
ビ
ス
（
認
証
や
一
部
の

旅
券
関
連
業
務
、
お
よ
び
相
談

対
応
）、（
２
）
カ
ナ
ダ
と
管
轄

区
域
と
の
経
済
お
よ
び
文
化
面

で
の
交
流
促
進
や
支
援
、（
３
）

カ
ナ
ダ
要
人
の
公
式
訪
問
に
際

し
て
の
活
動
支
援
、
な
ど
が
主

た
る
業
務
で
あ
る
。

　

カ
ナ
ダ
は
世
界
第
２
位
の
広

い
国
土
を
持
ち
、
英
語
と
フ
ラ

ン
ス
語
を
公
用
語
と
す
る
。
広

島
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
モ
ン

　

学
長
の
名
誉
領
事
就
任
に
伴

い
、
12
月
１
日
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
（
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
内
）
に
在
広
島
カ
ナ
ダ

名
誉
領
事
館
が
開
設
さ
れ
た
。

名
誉
領
事
館
内
に
は
、
カ
ナ
ダ

国
章
の
レ
リ
ー
フ
や
カ
ナ
ダ
国

旗
が
飾
ら
れ
、
領
事
机
や
応
接

セ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

大
き
な
窓
か
ら
学
内
施
設
や

木
々
を
見
渡
せ
る
、
開
放
的
な

空
間
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
市

に
は
ほ
か
に
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ

ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
名

誉
領
事
館
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
企
業
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
て
も
、
大
学
内
に

名
誉
領
事
館
が
開
設
さ
れ
る
の

は
珍
し
く
、
本
学
で
３
校
目
と

な
る
。

　

２
０
２
０
年
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
発
生
し
て

以
降
、
世
界
と
の
交
流
は
制
限

さ
れ
、
海
外
へ
行
く
こ
と
も
、

海
外
か
ら
人
々
を
招
く
こ
と
も

で
き
な
い
状
況
が
続
い
た
。
特

に
、
若
い
学
生
の
留
学
経
験
等

が
制
限
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
学

関
係
者
に
と
っ
て
つ
ら
い
状

況
だ
っ
た
と
い
う
。
石
田
学
長

は
、「
こ
の
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル

が
模
索
さ
れ
た
が
、
や
は
り
実

際
に
現
地
に
赴
い
て
触
れ
合
う

経
験
こ
そ
重
要
だ
。
２
０
２
２

年
の
夏
頃
か
ら
、
よ
う
や
く
社

会
は
動
き
始
め
、
学
生
ら
も
興

動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
海
外

渡
航
や
、
授
業
で
の
海
外
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
短
期
留
学
生
も

久
し
ぶ
り
に
来
学
し
、
学
内
で

外
国
語
が
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
語
る
。
世
界
は
再

び
、
絆
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て

い
る
。「
２
０
２
３
年
に
は
主

要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
）
開
催
も
控
え
、
海
外

と
の
交
流
の
機
会
が
増
え
る
だ

ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
、

学
生
と
大
学
、
そ
し
て
地
域
の

た
め
に
、
で
き
る
こ
と
に
ま
い

進
し
た
い
。」

ト
リ
オ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏

だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
経
験

で
き
る
こ
と
や
、
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
移
民
比
率
で
あ
り
、

外
国
人
に
対
し
て
寛
容
な
社
会

と
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
留
学
先

と
し
て
も
人
気
が
高
い
。
現
首

相
で
あ
る
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ト

ル
ド
ー
氏
は
、
カ
ナ
ダ
の
強
さ

と
し
て
多
様
性
を
あ
げ
、
内
閣

も
男
女
同
数
の
閣
僚
で
構
成
し

て
い
る
。
石
田
学
長
は
、
任
命

理
由
は
明
確
に
は
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
と
し
た
上
で
、「
今
回

の
名
誉
領
事
任
命
に
つ
い
て

は
、
そ
う
し
た
カ
ナ
ダ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
日
本
社
会
に
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
上
で
、
自
分
自
身
が

働
く
女
性
の
一
人
と
し
て
、
地

域
社
会
の
多
様
化
に
貢
献
す
る

よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と
語

る
。
加
え
て
、
大
学
で
教
育
に

携
わ
っ
て
き
た
経
験
も
評
価
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
、「
大

学
は
、
若
者
同
士
の
交
流
を
通

じ
た
相
互
理
解
を
支
援
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
関
係
す
る

方
々
と
協
力
し
、
両
国
の
学
生

ら
の
交
流
を
支
援
し
て
、
未
来

の
平
和
に
貢
献
で
き
れ
ば
嬉
し

い
。」

図書館内に開設された在広島カナダ名誉領事館

在広島カナダ名誉領事館の内観
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

２
０
１
９
年
後
期
を
最
後
に
交

換
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
休
止

し
て
い
た
が
、
２
年
半
ぶ
り
に

受
け
入
れ
を
再
開
。
９
月
22
日

に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
（Short Term 

Exchange Program

）
開
講

式
を
開
催
し
た
。
開
講
式
で
は

石
田
優
子
学
長
か
ら
入
学
許
可

書
が
一
人
ひ
と
り
に
授
与
さ
れ

た
。

　

こ
の
度
受
け
入
れ
た
短
期
交

換
留
学
生
は
、
ド
イ
ツ
や
デ
ン

マ
ー
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ベ
ト
ナ

ム
、
台
湾
、
韓
国
の
８
カ
国
地

域
か
ら
計
17
名
。
交
換
留
学
生

は
国
際
交
流
館
「
和
み
館
」
に

入
寮
し
、
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル

「Ciao
（
チ
ャ
オ
）」
の
学
生
た

ち
を
中
心
に
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
本
学
で
の
学
び
を
深
め
て

い
る
。
帰
国
は
２
０
２
３
年
２

月
の
予
定
。

　

２
０
２
２
年
４
月
現
在
、
本

学
が
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海

外
の
教
育
機
関
は
37
校
（
26
カ

国
・
１
地
域
）
に
上
る
。
ま
た
、

本
学
は
経
済
・
経
営
系
の
学
部

を
有
す
る
世
界
21
カ
国
地
域
の

大
学
で
構
成
さ
れ
る
国
際
的
な

学
術
・
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
（Network of 

International Business and 
Economics Schools

の
略
）」

の
日
本
で
唯
一
の
加
盟
校
で
も

あ
る
。
今
後
も
国
籍
豊
か
な
留

学
生
の
受
け
入
れ
の
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
国
際
交
流
を
盛

ん
に
行
っ
て
い
く
。

２
年
半
ぶ
り
に

２
年
半
ぶ
り
に

交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ

交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ

駐日カナダ大使イアン・マッケイ氏と石田優子学長（12 月１日 在広島カナダ名誉領事館にて）

2022 年 後期　交換留学生

オフィシャルサイト https://www.hue.ac.jp/

２
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／
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０
２
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２
０
２
２
年
２
月
、
韓
国
・
大

邱
大
学
校
へ
の
長
期
語
学
留
学
が

再
開
し
た
。
約
９
ヵ
月
間
の
留
学

を
終
え
た
江
口
龍
斗
さ
ん
（
経
営

学
科
４
年
・
広
島
県
／
安
西
高
校

出
身
）
は
、
１
年
次
に
本
学
で
韓

国
か
ら
の
留
学
生
と
交
流
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
韓
国
語
を
独

学
で
学
び
始
め
た
。
２
年
次
か
ら

の
留
学
を
希
望
し
て
い
た
が
中
止

と
な
り
、
２
年
越
し
に
念
願
が
実

現
し
た
。

　

江
口
さ
ん
に
現
地
で
の
成
長
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　
「
私
は
、
韓
流
シ
ョ
ッ
プ
を
開

業
し
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
留
学

で
は
、
仕
事
で
通
用
す
る
韓
国
語

を
習
得
し
、
韓
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

知
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ

る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。
語

　

９
月
４
日
～
14
日
の
日
程
で
、

「
広
島
ハ
ワ
イ
文
化
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
現
地
ハ
ワ
イ
で
の

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
広
島

と
ハ
ワ
イ
の
間
で
築
か
れ
た
移
民

の
歴
史
が
両
地
域
の
若
者
た
ち
か

ら
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
先

人
た
ち
の
歴
史
を
伝
え
、
再
認
識

し
、
双
方
の
若
者
た
ち
が
積
極
的

に
海
外
へ
飛
び
出
し
て
い
く
た
め

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
以
来
現
地
で
の
活

動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
交
流
を
続
け
て
き
た
。
３

年
ぶ
り
に
ハ
ワ
イ
で
活
動
を
行
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
戸

﨑
圭
大
さ
ん
（
経
営
学
科
３
年
・

鳥
取
県
／
倉
吉
北
高
校
出
身
）
に

話
を
聞
い
た
。

　
「
ハ
ワ
イ
島
の
中
学
校
・
高
校

の
３
校
を
訪
問
し
、
英
語
と
日
本

語
で
日
本
の
食
文
化
や
広
島
の
名

所
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
生
徒

の
反
応
や
現
地
の
先
生
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
渡
航
先
で
も

改
善
を
重
ね
、
よ
り
印
象
に
残
る

情
報
提
供
と
交
流
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流

で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
熱
量
が
伝
わ
り
、
良
い
関
係
性

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
日
本
で
開
催
予

定
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
へ
の
参
加

希
望
者
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
大

き
な
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
視
察
Ⅲ

（
欧
州
）」
の
授
業
で
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
３
ヵ
国

に
渡
る
現
地
で
の
視
察
研
修
が
２

年
延
期
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
初

め
て
実
施
さ
れ
た
。
渡
航
期
間
は

９
月
８
日
～
20
日
で
、
学
生
た
ち

は
唯
一
無
二
の
学
び
を
得
て
帰
国

し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
河
村

航
輝
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科

１
年
・
広
島
県
／
福
山
葦
陽
高
校

出
身
）
に
現
地
で
の
学
び
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
。

　
「
ド
イ
ツ
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
・

ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
『
Ｆ
Ｃ
バ
イ
エ

ル
ン
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
』
を
訪
問
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ス

タ
ジ
ア
ム
の
社
長
や
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
方
の
話
を
聞

い
た
ほ
か
、
試
合
観
戦
で
は
満
席

の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
熱
気
に
鳥
肌
が

立
つ
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
ロ
ー
マ
大
学

フ
ォ
ロ
・
イ
タ
リ
コ
で
ス
ポ
ー
ツ

経
済
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
を

学
び
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
や
コ
ロ
ッ
セ
オ
な
ど
歴
史
資
産

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
印

象
的
で
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
・

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
観
戦
や
テ
ニ

ス
・
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
会
場
を
見

学
。
電
通
ス
ポ
ー
ツ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
学
ぶ
な
ど
、
本
当
に
充
実
し
た

内
容
で
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
活
躍
し
て

学
の
授
業
で
は
、
初
級
ク
ラ
ス
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
の
練
習
で
は
、
日
本
人
が
ク

ラ
ス
で
私
だ
け
で
緊
張
し
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
留
学
生
が

失
敗
を
恐
れ
ず
に
発
言
す
る
姿
を

見
て
、
私
も
積
極
的
に
発
言
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
韓
国
語

を
使
う
楽
し
さ
と
、
勇
気
を
持
っ

て
話
す
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
共

に
、『
生
き
た
韓
国
語
』
に
触
れ
、

現
地
で
し
か
経
験
で
き
な
い
表
現

や
言
い
回
し
を
学
び
ま
し
た
。
上

級
ク
ラ
ス
ま
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
で
き
、
理
解
度
も
格
段

に
上
が
り
ま
し
た
」
と
自
信
を
見

せ
た
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
１
０
０
円
の
お
茶
を

買
う
と
き
も
、
学
食
も
カ
ー
ド

決
済
。
割
り
勘
の
際
も
銀
行
ア

　

さ
ら
に
、
広
島
県
人
会
の
方
々

と
の
交
流
で
は
、
新
し
い
発
見
が

あ
っ
た
と
い
う
。「
日
系
３
世
の

方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
ハ
ワ
イ
に

渡
っ
た
当
時
の
生
活
が
わ
か
る
資

料
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
移
住
し
た
理
由
や

家
族
と
支
え
合
っ
た
日
々
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。今
後
、

個
人
史
の
調
査
を
進
め
る
こ
と

で
、
移
民
史
の
新
し
い
気
づ
き
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
意
欲
溢
れ
る
表
情

を
見
せ
た
。

　

次
回
の
渡
航
で
は
、
新
た
な
訪

問
校
が
２
校
増
え
、
よ
り
活
動

の
輪
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
日
本
で
の
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
を
３
回
実
施
予
定
。
さ
ら

に
５
年
後
の
開
催
を
目
標
に
、
ハ

ワ
イ
で
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
計
画

も
進
行
中
で
あ
る
。
両
地
域
の
交

流
を
よ
り
一
層
深
め
、
今
後
も
精

力
的
に
活
動
し
て
い
く
。

き
た
本
学
教
員
陣
だ
か
ら
こ
そ
実

現
し
た
内
容
だ
。
担
当
教
員
の
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
主
任
林
和
夫
教

授
に
授
業
へ
の
思
い
を
聞
い
た
。

　
「
私
は
株
式
会
社
電
通
で
世
界

中
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
仕
事
に
携
わ
る
き
っ
か
け
が
、

大
学
３
年
次
の
春
に
初
め
て
訪
れ

た
欧
州
旅
行
の
感
動
で
し
た
。
人

生
を
動
か
す
大
き
な
き
っ
か
け
を

学
生
に
も
体
験
し
て
ほ
し
い
と
考

え
、
こ
の
授
業
を
作
り
ま
し
た
」

と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
渡
航
前
の
事
前

学
習
で
欧
州
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

学
び
、
視
察
研
修
で
現
地
の
「
リ

ア
ル
」
を
体
感
。
帰
国
後
は
こ
れ

ま
で
の
学
び
で
得
た
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
報
告
会
を
実
施
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
人
生
で
決
定
的

な
転
機
に
な
っ
た
と
思
う
」
と
い

う
嬉
し
い
声
が
届
い
た
。
今
回
の

学
び
と
経
験
は
、
彼
ら
の
人
生
を

感
動
と
満
足
感
に
満
ち
た
も
の
に

す
る
大
き
な
力
に
な
る
だ
ろ
う
。

プ
リ
で
送
金
す
る
な
ど
、
韓
国
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
文
化
の
浸
透
に

は
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
日
の

夕
方
か
ら
深
夜
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
学
園
祭
の
熱
気
も
す
ご
く
、

大
学
行
事
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
学
園
祭
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
か
っ

た
で
す
」
と
現
地
で
の
様
子
を
振

り
返
っ
た
。

　

最
後
に
、
今
後
に
つ
い
て
意
気

込
み
を
聞
い
た
。「
海
外
に
行
く

だ
け
で
は
『
自
分
探
し
』
は
で
き

ま
せ
ん
。
や
り
た
い
こ
と
、
学
び

た
い
こ
と
を
叶
え
る
た
め
に
現
地

へ
行
き
、
そ
こ
で
出
会
う
人
々
と

生
活
す
る
な
か
で『
本
当
の
自
分
』

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
留
学
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
て
、
通
過
点
だ

と
思
い
ま
す
。
留
学
中
『
世
界
に

は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
』
と
知

る
こ
と
が
で
き
、
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
シ
ョ
ッ
プ
開
業
ま
で
に
多

く
の
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
で

す
」
と
生
き
生
き
と
語
っ
た
。
江

口
さ
ん
の
留
学
体
験
の
詳
細
は
、

本
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
に
て

公
開
中
。

学生で賑わう学園祭

一緒に勉強してきたクラスメイト

修了証を受け取る江口さん（右）

ヒロ高校にてプレゼンテーションをする
学生たち

スポーツマーケティングについて学ぶ（イギリス・ロンドン）

コロッセオ視察する河村さんたち（イタリア・ローマ）

コナワイナ中学校にて広島の魅力について
グループワークをする様子

　
「
広
島
市
映
像
文
化
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
が
上
映
す
る
広
島
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
協
会
協
賛
の
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
特
集
」
を
鑑
賞
し
て
き
た
。

広
島
市
立
中
央
図
書
館
の
建
物
に

併
設
さ
れ
て
い
る
こ
の
映
画
館
に

て
、
今
回
は
９
月
14
～
18
日
で
、

昨
年
も
上
映
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
作
品
２
本
に
加
え
、
同
協
会

が
昨
年
講
演
会
を
開
い
た
（
残
念

な
こ
と
に
不
参
加
！
）
関
係
か
ら

リ
リ=

リ
ザ
監
督
作
品
が
３
本

上
映
さ
れ
た
。
こ
の
枠
組
み
で
上

映
す
る
作
品
は
、
県
外
の
国
際
映

画
祭
等
の
上
映
所
蔵
作
品
をBlu-

ray

化
し
た
も
の
で
、
貴
重
と
い

う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
見
る
機
会

が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
。

　

リ
リ=

リ
ザ
監
督
の
３
作
品

は
、ア
ン
ド
レ
ア=

ヒ
ラ
タ
著『
ラ

ス
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ギ
』（
日
本
語

版
は
加
藤
ひ
ろ
あ
き
他
訳
『
虹
の

少
年
た
ち
』。
本
学
図
書
館
所
蔵
）

を
映
画
化
、
興
業
成
績
で
過
去
最

高
を
記
録
し
た『
虹
の
兵
士
た
ち
』

と
、
続
編
で
高
校
か
ら
ジ
ャ
カ
ル

タ
上
京
（
丁
度
私
も
ジ
ャ
カ
ル
タ

在
住
、
同
じ
大
学
に
い
た
頃
…
）、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
留
学
ま
で
の

青
春
記
を
描
い
た
『
夢
追
い
か

け
て
』、
そ
し
て
、
森
林
伐
採
や

パ
ー
ム
農
園
開
発
で
追
い
や
ら
れ

る
森
の
民
「
オ
ラ
ン
・
リ
ン
バ
」

支
援
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
に
言

葉
や
算
数
を
教
え
た
女
性
ブ
テ
ッ

ト
さ
ん
の
自
伝
の
映
像
化
『
ジ
ャ

ン
グ
ル
・
ス
ク
ー
ル
』、
い
ず
れ

も
原
作
は
研
究
室
に
積
読
（
つ

ん
ど
く
）
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ

３
年
の
コ
ロ
ナ
禍
鎖
国
が
そ
ろ
そ

ろ
あ
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
土
地

勘
・
言
葉
勘
を
頭
の
中
に
回
復
さ

せ
よ
う
と
い
う
算
段
だ
っ
た
。
百

「
文
」
は
一
見
に
し
か
ず
、
斜
め

読
み
で
は
頭
に
入
っ
て
こ
な
か
っ

た
物
語
や
社
会
事
情
、
そ
の
諧

謔
性
は
、
映
画
で
初
め
て
気
づ
く

こ
と
が
多
い
。『
虹
の
兵
士
た
ち
』

登
場
の
天
才
児
・
漁
師
の
息
子
リ

ン
タ
ン
（
な
ぜ
か
原
作
者
に
似
た

顔
…
主
人
公
の
文
学
少
年
で
は
な

く
）
の
通
学
路
に
ワ
ニ
が
い
る
設

定
は
何
と
な
く
、
ブ
リ
ト
ン
島
で

は
あ
る
こ
と
な
ん
だ
な
、
程
度
に

読
ん
で
い
た
も
の
が
、
映
画
後
半

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
向
か
う
波

乱
の
キ
ー
と
し
て
描
か
れ
る
。
ブ

テ
ッ
ト
さ
ん
の
手
記
『
ソ
コ
ラ
・

リ
ン
バ
』
に
は
彼
女
の
イ
ラ
ス
ト

入
り
で
フ
ィ
ー
ル
ド
が
示
さ
れ
た

が
、
映
画
と
な
る
と
複
雑
に
絡
み

合
う
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
マ
ス
コ
ミ
の

思
惑
や
背
景
、
民
族
誌
ま
で
が
描

か
れ
、
映
画

制
作
支
援
に

そ
の
当
事
者

KOMPAS

紙

が
ク
レ
ジ
ッ

ト
さ
れ
て
い

た
。
半
ば
再

現
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
と

し
て
も
楽
し
め
る
。

　

３
作
品
共
通
し
て
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
逆
境
に
立
ち

向
か
う
学
び
の
あ
く
な
き
追
及
」、

10
人
生
徒
が
集
ま
っ
て
初
め
て
開

校
で
き
る
小
学
校
、
困
窮
の
高
校

生
活
を
苦
闘
す
る
若
者
、
熱
帯

雨
林
の
伝
統
的
な
生
活
を
守
る
た

め
に
「
学
び
た
い
」
熱
情
を
持
っ

た
少
年
、
大
人
た
ち
の
必
死
の
サ

ポ
ー
ト
、
そ
れ
も
こ
の
国
で
今
も

当
た
り
前
だ
。
生
活
が
急
速
に
近

代
化
す
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
も
い
ま

だ
人
々
に
共
感
さ
れ
る
テ
ー
マ
で

あ
る
。

　

こ
の
上
映
施
設
は
、
わ
ず
か

３
８
０
円
で
、
図
書
館
附
属
で
海

外
マ
イ
ナ
ー
作
品
を
味
わ
え
る
貴

重
な
場
だ
が
、
中
央
公
園
施
設
集

約
化
の
論
議
で
、
移
転
・
縮
小
の

公
算
が
大
き
い
と
聞
く
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
特
集
の
行
方
も
不
透
明
で

あ
る
。
こ
れ
が
最
後
に
な
ら
ぬ
こ

と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
東
南
ア
ジ
ア
社
会
文
化
論
、
地

誌
、
世
界
の
宗
教
ほ
か
）

教養教育部 澤 滋久 准教授

インドネシアインドネシア
映画特集 2022映画特集 2022

日系 3 世の方の自宅訪問

満員のスタジアム（ドイツ・ミュンヘン）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
続
い
た
海
外
渡
航
規
制
が
世
界
的
に
緩
和

に
向
か
っ
て
お
り
、
本
学
で
も
長
期
語
学
留
学
や
授
業
で

の
海
外
視
察
、
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
渡
航
報
告
も
届

い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
３
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

HUE

HUE

HUE

HUE
広経大

長期語学留学長期語学留学

広島ハワイ広島ハワイ
文化交流文化交流
プロジェクトプロジェクト

スポーツビジネススポーツビジネス
視察Ⅲ（欧州）視察Ⅲ（欧州）
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大学での経験の全てが、目指したい未来に踏み出す力になる！

支
え
て
も
ら
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、

よ
り
多
く
の
人
を
支
え
る
国
家
公
務
員
に

　

国
家
公
務
員
に
な
る
道
を
選
ん
だ
の
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
、

何
よ
り
も
人
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は

15
年
間
、
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
で
き
た
の
も
、
周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、

少
し
で
も
多
く
の
人
の
支
え
に
な
ろ
う
と
思
い
、
社
会
福
祉

や
社
会
保
障
、
働
く
環
境
な
ど
を
支
え
る
厚
生
労
働
省
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
勉
強
と
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
両
立
し
ま
し

た
。
ほ
ぼ
毎
日
練
習
が
あ
り
忙
し
い
日
々
で
し
た
が
、
将
来
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
考
え
、「
サ
ッ
カ
ー
以
外
に
も
全
力
を
注
い

で
誇
れ
る
も
の
を
作
ろ
う
」
と
決
意
。
一
番
苦
手
な
英
語
の
克

服
を
目
標
に
、
２
年
次
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
勉
強
を
始
め
ま
し

た
。
な
か
な
か
成
果
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諦
め
ず
に
コ
ツ

コ
ツ
努
力
を
続
け
た
こ
と
で
、
３
年
次
５
月
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試

験
で
７
２
５
点
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
務
員
試
験
の
勉
強
も
独
学
を
選
ん
だ
の
で
、
孤

独
感
を
感
じ
て
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校

時
代
に
努
力
を
怠
っ
て
後
悔
し
た
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
心
に
誓
い
、
全
力
を
注
ぎ
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
時
間
以
外
は
で
き
る
だ
け
勉
強
に
集

中
。
仲
間
の
協
力
も
あ
り
、
公
務
員
試
験
が
近
づ
く
時
期
に

は
休
部
し
て
、
公
務
員
試
験
対
策
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
努
力
と
、
公
務
員
を
目
指
す
強
い
思
い
が
実
を

結
び
、
将
来
を
切
り
拓
く
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
全
て
を
仕
事
に
活
か
し
、
一

生
懸
命
働
き
、
多
く
の
人
に
頼
り
に
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い

で
す
。

苦手を克服し、強みに変える努力が自分の道を切り拓く力に！

　目指したい道があるなら、恐れず、諦
めず、全力で努力しましょう。部活動を
している人は周囲に気を使うこともあると
思いますが、就職活動は自分の人生の
方向性を決める大切なものです。人の
意見を上手く取り入れながらも、迷ったと
きには自分を信じて、自分で決断し、努
力すれば、どんな結果になってもきっと
後悔はないと思います。

― 後輩への Message ―― 後輩への Message ―

経営学科４年　中脇 大就さん
� （広島県／広島観音高校出身）

内定先
厚生労働省

私の就職活動体験記
公務員を目指す人にとって、最高のサポート環境が整っています！

　就職活動では、大学生活のなかで
努力してきたことに自信を持って、自分
の強みをアピールしてください。困った
り悩んだりしたときには、キャリアセン
ターの職員の方々やゼミの先生に相談
しましょう。きっと助けになってくれる
はずです。夢や目標に向かって精一杯
頑張る人を全力で応援してくれる、広
島経済大学はそんな場所です。

― 後輩への Message ―― 後輩への Message ―

公
務
員
養
成
講
座
で
の
学
び
と
出
会
い
が

夢
を
叶
え
る
大
き
な
力
に

　

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
子
ど
も
達
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
副
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
近
隣
小
学
校
の
下
校
の
見

守
り
や
防
犯
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。そ
の
経
験
を
卒
業
後
の
仕
事
に
も
活
か
し
た
い
と
思
い
、

警
察
官
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

大
学
の
公
務
員
養
成
講
座
で
は
、
卒
業
生
の
現
役
警
察

官
の
方
に
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
力
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
模
擬
試
験
や
論
文
対
策

も
充
実
し
て
お
り
、
過
去
問
題
も
講
師
の
先
生
に
よ
る
丁
寧

な
解
説
で
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
願
テ
ー

マ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
何
度
も
論
文
を
書
い
て
添
削
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
応
用
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
何
よ
り
、
同
じ
目
標
に
向
か
う
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
勉
強
で
き
た
こ
と
が
頑
張
る
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
公
務
員
試
験
の
勉
強
、
興
動

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
全
て
に
全
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
ど
れ
も
疎
か
に
せ
ず
取
り
組
む
た
め
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
合
間
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
休
憩
時
間
、
寝
る

前
の
短
時
間
を
活
用
し
て
勉
強
す
る
な
ど
、
ス
キ
マ
時
間
の

有
効
活
用
を
徹
底
。
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
任
さ
れ

た
こ
と
を
決
め
ら
れ
た
期
限
で
や
り
抜
く
な
ど
、
強
い
責
任

感
を
持
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

公
務
員
試
験
の
面
接
で
は
、
こ
う
し
た
責
任
感
の
強
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
培
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
活
か
し
て
自
分
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、地
域
の
方
々
に
頼
ら
れ
る
警
察
官
を
目
指
し
て
、

地
元
・
愛
媛
県
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経済学科４年　井口 達斗さん
� （愛媛県／東温高校出身）

内定先
愛媛県警察

明確な目標を設定し、達成する方法を考え、行動する力を磨こう！
大
学
で
学
ん
だ
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
に
な
る

　

大
学
入
学
時
か
ら
目
標
と
し
て
い
た
、
プ
ロ
野
球
の
球
団

職
員
に
な
る
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
小
学
１
年
生
で
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
中
学
生

か
ら
は
野
球
だ
け
に
専
念
し
ま
し
た
が
、
中
学
３
年
生
の
と

き
に
怪
我
を
負
い
、
選
手
と
し
て
の
道
が
絶
た
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
り
た
い
と
思
い
、

大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人

に
な
る
こ
と
を
決
意
し
、
大
学
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

夢
を
叶
え
る
た
め
に
特
に
大
切
に
し
た
こ
と
は
、
興
動
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
と
勉
強
で
す
。

　

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
地
域
の
方
々
に
喜
び
や
感
動
を

与
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
10
競
技
11
団
体
の
ト
ッ
プ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
の
場
が
少
な

か
っ
た
時
期
に
は
Ｆ
Ｌ
Ｐ
カ
ッ
プ
（
小
学
校
低
学
年
対
象
の

サ
ッ
カ
ー
大
会
）
を
開
催
し
、地
域
の
参
加
者
の
方
か
ら
「
子

ど
も
が
輝
け
る
場
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

勉
強
面
で
は
、
学
年
上
位
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
「
石

田
学
園
学
業
奨
学
生
」
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

図
書
館
の
活
用
や
英
語
の
勉
強
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
２
年

次
に
は
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
の
首
席
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
就
職
活
動
で
も
活
か
す
こ
と
が
で

き
、
上
場
企
業
を
含
む
７
社
の
内
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
憧
れ
の
株
式
会
社
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
一
員
と

し
て
自
覚
を
持
ち
、
若
手
ら
し
く
、
新
し
い
こ
と
に
積
極
的

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　就職活動では、悩むこともたくさん
あると思います。そんなときは、一人
で抱え込まず、家族や友人に相談し
てください。就職活動の目的は、早い
時期に内定をもらうことや、多くの企
業から内定をもらうことではありませ
ん。自分に合った企業や進路を見つけ、
切り拓くことが大切です。焦らず、自
分らしく、頑張ってください。

― 後輩への Message ―― 後輩への Message ―

スポーツ経営学科４年　高松 未輝さん
� （岡山県／明誠学院高校出身）

内定先
株式会社
広島東洋カープ

就
職
活
動
そ
の
も
の
が
、「
自
分
を
知
り
」

「
自
分
を
磨
く
」
成
長
の
ス
テ
ッ
プ
に

　

幼
い
頃
か
ら
電
車
に
興
味
が
あ
り
、
漠
然
と
将
来
は
鉄
道

に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
大
学
３
年

次
に
就
職
活
動
や
将
来
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
た
と
き
、
子

ど
も
の
頃
の
夢
を
本
気
で
追
い
か
け
て
み
た
い
と
思
い
、
鉄

道
業
界
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
に
取
り
組
む
な
か
で
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
、

「
不
安
な
気
持
ち
」
と
の
向
き
合
い
方
で
す
。
採
用
選
考
の

場
で
は
と
て
も
緊
張
し
、
結
果
の
連
絡
が
く
る
ま
で
ず
っ
と

不
安
で
し
た
。
何
社
か
受
け
て
不
採
用
通
知
が
届
い
た
と
き

に
は
本
当
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、
不
安
は

自
分
を
追
い
込
む
だ
け
だ
と
気
づ
き
、
前
に
進
み
続
け
る
こ

と
を
優
先
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
結
果
を
た
だ
不
安
に
待
つ

の
で
は
な
く
、
次
の
採
用
選
考
や
他
の
企
業
に
向
け
た
準
備

を
進
め
る
な
ど
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
増
え
、
気
持
ち
の
持
ち
方
が
結
果
に
も
つ
な
が

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
方
が
「
大
学
生
活
を
し
っ
か
り
振
り
返
っ
て

み
よ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
り
、
親
身
に
な
っ
て
話

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
２・３
年
次
に

取
得
し
たW

ord

やExcel

、PowerPoint

の
資
格
取
得
に

向
け
た
姿
勢
が
自
分
ら
し
さ
を
伝
え
る
強
み
に
な
る
と
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
銀
行
の
Ｉ
Ｔ
分
野
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
評
価
い
た
だ
き
、
就

職
活
動
に
も
自
信
を
持
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
鉄
道
業
務
を
学
び
な
が
ら
、
憧
れ
の
運
転
士
に

な
る
た
め
の
免
許
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
環
境
も
変
わ
り
、

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
新
た
な
気
持
ち
で
仕
事
に
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　就職活動では、大学生活の全てが
役に立ちます。今取り組んでいること
があれば、しっかり向き合って継続し
てください。新しいことへの挑戦や人と
の関わりのなかで得られる発見も自分
を磨く力になります。何事にも全力で
取り組み、自分の行動に自信と責任を
持って、目指したい未来に進んでいけ
るよう頑張ってください。

― 後輩への Message ―― 後輩への Message ―

ビジネス情報学科４年　飯尾 大基さん
� （広島県／広島桜が丘高校出身）

内定先
西日本旅客鉄道
株式会社

メディア制作の魅力も苦労も全てを経験できました！
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
活
か
し
、
社
会
に

信
念
を
持
っ
て
「
伝
え
る
」

　

メ
デ
ィ
ア
の
分
野
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
高
校
生
の

と
き
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見
て
心
を
動
か
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
情
報
を

得
て
い
く
な
か
で
、
社
会
に
は
課
題
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
課
題
を
自
分
の
力
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
「
知

る
」
き
っ
か
け
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
の
力
に
魅
力
を
感
じ
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
社
会
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
、
テ
レ
ビ
業
界
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

大
学
２
年
次
に
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
に
挑
戦
し

た
こ
と
は
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
広
島
の
「
黒
い

雨
」
訴
訟
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
９
ヵ
月
間
・

１
３
０
時
間
か
け
て
取
材
・
編
集
し
、
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
で
入
賞
。「
地
方
の
時
代
」
映
像

祭
２
０
２
２
で
は
「
優
秀
賞
」
と
「
審
査
委
員
特
別
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
局
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
先

生
方
の
経
験
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
現
役
の

記
者
の
方
に
お
話
を
聞
く
機
会
を
多
く
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、「
記
者
の
方
々
の
よ
う
に
多
く
の
人
の
声
に
耳
を
傾

け
、
報
道
を
通
し
て
地
域
や
社
会
に
貢
献
し
た
い
」
と
い

う
信
念
を
持
っ
て
就
職
活
動
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

就
職
活
動
で
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
の
経
験
だ

け
で
な
く
、
映
像
制
作
の
現
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
自
分
の
強
み
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
ゼ
ミ
で
新
た
な
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

高
校
生
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

な
ど
、
さ
ら
に
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
記
者
と
し

て
、
地
域
の
方
々
の
声
と
社
会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

メディアビジネス学科４年　西野 真李花さん
� （広島県／廿日市西高校出身）

　大学には応援してくれる人がたくさん
います。先生やキャリアセンターの職員
の方々から面接前後にメールや電話を
いただき、内定が決まったときには自分
以上に喜んでくれ、温かい思いに支えら
れていることへの感謝の気持ちでいっぱ
いになりました。「頑張ってよかった」と
思えるように、たくさんの人の力を借りて
全力を尽くしてください。

― 後輩への Message ―― 後輩への Message ―

内定先
山口朝日放送
株式会社
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興動祭実行委員長　濱田大稀さ
ん

た
だ
く
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
」

が
広
島
国
際
会
議
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
タ
イ

王
国
よ
り
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省

大
臣
、
観
光
庁
長
官
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
長
官
を
歴
任
し
、
現
在
ス
ポ
ー

ツ
庁
名
誉
顧
問
の
ポ
ン
パ
ヌ
・
サ

ウ
ェ
イ
タ
ル
ン
氏
を
お
招
き
し
、

「
羽
ば
た
く
タ
イ
ス
ポ
ー
ツ 

～
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
未
来
」
の
演

題
で
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
、

タ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
や
将
来

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
者
の
サ
ウ
ェ
イ
タ
ル
ン
氏

に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

通
し
て
国
際
社
会
の
健
全
な
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
を

称
え
、
広
島
経
済
大
学
名
誉
博
士

の
称
号
を
贈
呈
し
た
。

　

11
月
24
日
、
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ

界
で
活
躍
す
る
著
名
人
に
講
演
い

第55回 経大祭
テーマ：ambitious

（意欲的・野心的・大志を抱く）

第17 回 祇園・興動祭
テーマ：つながる祇園

　

10
月
20
日
、
２
０
２
２
年
度
全

学
ゼ
ミ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
学
生
同
士
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。
学
生
と
教
職
員
合
わ
せ
て

７
８
０
名
が
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２

種
目
の
競
技
で
競
い
合
い
、
ゼ
ミ

生
同
士
が
協
力
し
な
が
ら
、
優
勝

　

11
月
４
日
～
６
日
、
知
的
障
害

の
あ
る
人
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

を
目
指
し
た
。
参
加
し
た
学
生

か
ら
は「
初
め
て
参
加
し
た
が
、

友
だ
ち
や
先
生
た
ち
と
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
」
と
開
催
を
喜

ぶ
声
が
聞
か
れ
、
教
員
か
ら
は

「
こ
れ
ま
で
毎
年
、
お
揃
い
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
い
た
が
、

３
年
ぶ
り
に
や
っ
と
作
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
学
生
た
ち
と
共

に
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
た
。
本

大
会
で
、
ゼ
ミ
の
親
睦
が
よ
り

一
層
深
ま
っ
た
よ
う
だ
。

典
「
２
０
２
２
年
第
８
回
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

日
本
夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー

ム
・
広
島
」
が
、
中
四
国
地

方
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

本
学
は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
競
技
（
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
）
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
（
石
田
記
念
体
育

館
）
の
会
場
と
な
り
、
全
国

か
ら
１
０
０
名
（
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
７
地
区
組
織
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
14
地
区
組
織
）
の

選
手
団
が
来
場
し
た
。
本
学
会
場

で
は
、
競
技
と
会
場
設
営
・
運
営

に
１
４
０
名
を
超
え
る
本
学
学
生

と
教
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
熱
戦
を
サ
ポ
ー
ト
。
運
営
に
関

わ
っ
た
菊
崎
希
海
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
２
年
・
広
島
県
／
五

日
市
高
校
出
身
）
は
「
初
め
て
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
緊
張
し
ま

し
た
が
、
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
振
り
返
っ
た
。
学
生
た
ち
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
多
く

の
学
び
を
得
た
。

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度  

前
期
学
位
記
授
与
式
挙
行

前
期
学
位
記
授
与
式
挙
行

２
０
２
２
年
第
８
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本

２
０
２
２
年
第
８
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本

夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
広
島
開
催

夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
広
島
開
催

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度

全
学
ゼ
ミ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
開
催

全
学
ゼ
ミ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
開
催

　

９
月
22
日
、
第
27
回
前
期
学
位

記
授
与
式
が
、
本
学
大
会
議
室
に

お
い
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
た
の

は
、
経
済
学
部
22
名
（
経
済
学
科

８
名
、
経
営
学
科
８
名
、
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
学
科
３
名
、
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
２
名
、
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
１

名
）
の
学
生
。
学
園
関

係
者
及
び
教
職
員
が
見

守
る
な
か
、
石
田
優
子

学
長
か
ら
学
生
一
人
ひ

と
り
に
学
位
記
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
石
田

優
子
学
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
忍
耐
と
協
力
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
卒
業
後
も
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
夢
を

追
い
か
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
の
周
囲

の
支
え
に
対
す
る
恩
返
し
に
も
な

る
」
と
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
国
内

外
問
わ
ず
難
局
に
あ
る
社
会
状
況

を
踏
ま
え
て
、「
ま
わ
り
に
頼
っ

て
生
き
る
の
で
は
な
く
、
ま
わ
り

に
ど
れ
だ
け
貢
献
で
き
る
か
、
誰

も
が
問
わ
れ
る
時
代
。
時
代
が
求

め
て
い
る
人
材
は
、
困
難
を
前
に

し
て
も
未
来
の
た
め
に
行
動
で
き

る
人
、
す
な
わ
ち
『
ゼ
ロ
か
ら
立

ち
上
げ
る
』
興
動
人
で
あ
る
。
皆

さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
広
島
経
済

大
学
で
の
学
び
を
忘
れ
ず
『
興
動

人
』
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
。
社

会
で
の
活
躍
と
有
意
義
で
素
晴
ら

し
い
人
生
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
た
。

学位記を受け取る卒業生

キックベースボール（陸上競技場）

ソフトバレーボール（石田記念体育館メインアリーナ）

ボランティアスタッフとして選手をサポートする学生たち

ポンパヌ・サウェイタルン氏

二 祭 典大

学 生 たちによる
広 島 経 済 大 学

　経大祭は、昨年度に続き、感染拡大防止のため、
本学学生・教職員限定で 1日開催とした。今年度
は学友会と協力しながら、授業や研究室を訪問し周知活動に力を入れ
た結果、来場者数は昨年を上回り約 500 名が来場。音楽系サークル

の演奏やダンス披露のほか、模擬店や謎解きゲー
ム、２年ぶりのビンゴ大会を楽しんだ。大学祭実
行委員長の原田萌愛さん（メディアビジネス学科
３年・広島県／広島皆実高校出身）は「制限され
たなかでも試行錯誤したことにより盛大な経大祭
につなげることができました。多くの方々に楽し
んでいただき、皆さんの“希望”になれたのかな
と思います」と成功を喜んだ。19 時からは、地域
の方々に日頃の感謝の気持ちを込めた花火を打ち
上げ、感動の輪が広がった。

　祇園・興動祭は、興動館プロジェクトの学生
たちが中心となって企画運営し、学生と地域の

方々が交流することを目的としており、17 回目を迎えた今年は、興
動館とイオンモール広島祇園の 2 会場で開催。3 年ぶりとなったス
テージイベントでは、祇園学区女性会による祇園音
頭などが祭りを盛り上げ、各企画で「つながり」を
感じられる多彩な催しが実施された。興動祭実行委
員長の濱田大稀さん（経済学科 4 年・兵庫県／東洋
大学附属姫路高校出身）は「準備をしていくなかで、
地域のいろいろな役割や活動について知ることがで
き、良い経験となりました。また、地域との『つな
がり』を大切にしている興動祭らしい祭りを開催で
きたことが何よりも嬉しかったです」と笑顔を見せ
た。学生と地域の絆が深まった 1 日となった。

2022

10.23
SUN

2022

11.13
SUN

第
９
回
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
開
催

第
９
回
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
開
催

サ
ウ
ェ
イ
タ
ル
ン
氏
に
名
誉
博
士
号
贈
呈

サ
ウ
ェ
イ
タ
ル
ン
氏
に
名
誉
博
士
号
贈
呈

　

硬
式
野
球
部
の
部
員
94
名
が
、

大
規
模
災
害
時
等
に
消
防
団
員
の

後
方
支
援
を
行
う
事
前
登
録
制
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
広
島
市
消
防
団

サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
登
録
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
広
島
市
消
防
局
が

２
０
２
２
年
４
月
に
導
入
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

硬
式
野
球
部
は
、「
野
球
が
上

手
な
だ
け
で
は
本
当
の
意
味
で
強

く
な
れ
な
い
、
多
く
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
チ
ー
ム
で
あ
る
べ
き

だ
」
と
い
う
伝
統
的
な
考
え
の
も

と
、
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
き

た
。
そ
の
際
、
手
続
き
な
ど
に
よ

り
災
害
発
生
か
ら
初
動
ま
で
に
時

間
を
要
し
、
動
き
た
く
て
も
動
け

ず
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
て
き
た

経
験
か
ら
、
す
ぐ
に
力
に
な
れ
る

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録
に
全
員
が

賛
同
し
た
。
７
月
26
日
に
は
、
本

学
専
用
の
研
修
会
が
実
施
さ
れ

た
。
硬
式
野
球
部
の
支
援
活
動
が
、

地
域
の
力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

硬
式
野
球
部
員
全
員
が

硬
式
野
球
部
員
全
員
が

「
広
島
市
消
防
団
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
登
録

「
広
島
市
消
防
団
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
登
録

本学で開催された研修会の様子

大学祭実行委員長　
原田
萌愛

さん
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廣
永
周
平
（
経
済
学
科
３
年
）、

今
村
翔
一
（
経
済
学
科
３
年
）

●
文
章
読
解
・
作
成
能
力
検
定

【
２
級
】
桑
田
周
生
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
４
年
）、
高
松
未

輝
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４

年
）、
佐
藤
準
也
（
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
学
科
４
年
）、
奥
原
芽
衣

子
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

４
年
）、
古
味
輪
幸
樹
（
経
済

学
科
３
年
）、
山
田
佳
拓
（
経

済
学
科
３
年
）、柏
葉
弦
人
（
経

済
学
科
３
年
）、西
村
琴
音
（
経

営
学
科
３
年
）、岩
本
綾
乃
（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年
）、
竹

下
咲
音
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科

３
年
）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験　

佐
々
木
穂
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

科
３
年
）、
松
岡
佑
樹
（
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科
３
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
【
５
０
０
点
以

上
】
片
山
大
地
（
経
営
学
科
４

年
）、
外
和
田
か
な
（
経
済
学

科
２
年
）、
髙
須
賀
直
桜
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年
）

●
販
売
士
【
２
級
】
山
田
琴
未

（
経
営
学
科
４
年
）、
小
山
響
生

（
経
営
学
科
３
年
）

サ
ー
ク
ル
戦
績

〇
弓
道
部

▽
第
70
回
全
日
本
学
生
弓
道
選

手
権
大
会
（
近
的
大
会
）【
女

子
個
人
戦
】
中
村
陽
菜
（
８
位

～
10
位
決
定
戦
進
出
）

〇
水
泳
部

▽
第
98
回
日
本
学
生
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
（
競
泳
競
技
）【
男

子
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ
】 

河
本
遥

音
【
男
子
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ
】

河
本
遥
音
【
男
子
４
×
１
０
０

㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】
吉
野
裕

貴
、
吉
岡
将
、
河
本
遥
音
、
竹

内
勇
貴
【
男
子
４
×
１
０
０
㍍

リ
レ
ー
】竹
内
勇
貴
、河
本
遥
音
、

荒
木
愛
斗
、
植
原
智
也
【
男
子

４
×
２
０
０
㍍
リ
レ
ー
】
河
本

遥
音
、
竹
内
勇
貴
、
吉
野
裕
貴
、

吉
岡
将

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▽
第
57
回
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
【
大
会
第
１

日
目
（
１
回
戦
第
１
試
合
）】
広

島
経
済
大
学
１–

13
中
京
大
学

〇
陸
上
競
技
部

▽
天
皇
賜
盃
第
91
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

【
男
子
８
０
０
㍍
】
山
﨑
優

希
（
３
位
）【
男
子
１
５
０
０

㍍
】
山
﨑
優
希
（
６
位
）【
男

子
１
０
０
０
０
㍍
】
福
永
恭
平

（
10
位
）

▽
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ

新
潟
大
会
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
２

【
グ
ラ
ン
プ
リ
男
子
４
０
０
㍍

Ａ
】
村
上
瑛
希
（
15
位
）【
グ

ラ
ン
プ
リ
男
子
８
０
０
㍍
Ａ
】

山
﨑
優
希
（
５
位
）、
東
秀
太

（
13
位
）【
グ
ラ
ン
プ
リ
男
子

１
５
０
０
㍍
】山
﨑
優
希（
４
位
）

▽
第
77
回
国
民
体
育
大
会
【
男

子
３
０
０
㍍
】
村
上
瑛
希
（
広

島
代
表
）【
男
子
４
０
０
㍍
ハ
ー

ド
ル
】
末
木
拓
生
（
徳
島
代
表
）

【
成
年
少
年
男
子
共
通
４
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
】
村
上
瑛
希

（
広
島
代
表
）【
成
年
少
年
男
女

混
合
４
×
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

村
上
瑛
希
（
広
島
代
表
）

▽
秩
父
宮
賜
杯
第
54
回
全
日
本

大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会　

福
永
恭
平【
４
区
】（
区
間
16
位
）

（
日
本
学
連
選
抜
と
し
て
出
場
）

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

▽
令
和
４
年
度
秩
父
宮
・
秩
父

宮
妃
杯
争
奪
第
73
回
全
日
本
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
森
川
柚
音
、

石
田
季
莉
（
１
回
戦
広
島
経
済

大
学
２–

１
東
日
本
国
際
大
学
）

（
２
回
戦
広
島
経
済
大
学
０–

２

龍
谷
大
学
）

〇
卓
球
部

▽
第
88
回
全
日
本
大
学
総
合
卓

球
選
手
権
大
会
（
個
人
の
部
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
上
野
真
央

〇
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

▽
高
松
宮
記
念
杯
男
子
第
65

回
・
女
子
第
58
回
令
和
４
年
度

全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
出
場

〇
空
手
道
部

▽
第
66
回
全
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
（
女
子
団
体
組
手
）

出
場

　

８
月
１
日
～
６
日
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
共
和
国
の
カ
リ
市
に
て
開

催
さ
れ
た
20
歳
未
満
の
世
界
中

の
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
う
「
第
19

回
Ｕ
20
世
界
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
」
に
、
陸
上
競
技
部
の
東

秀
太
さ
ん
（
経
済
学
科
１
年
・

兵
庫
県
／
三
田
松
聖
高
校
出

身
）
が
出
場
し
た
。
東
さ
ん
は
、

６
月
に
行
わ
れ
た
第
１
０
６
回

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の

８
０
０
㍍
予
選
に
て
今
季
日
本

Ｕ
20
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
（
７
月

12
日
時
点
）
と
な
る
１
分
48
秒

86
と
い
う
結
果
（
自
己
新
記
録
）

を
残
し
、
今
回
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
た
。
８
月
４
日
（
現
地

時
間
）
に
男
子
８
０
０
㍍
予
選

が
行
わ
れ
、
結
果
は
１
分
50
秒

22
で
予
選
13
位
だ
っ
た
。

日
本
大
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
」
に
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
の
学
生
25
名
が
出
場
し

た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
５

月
14
日
～
15
日
に
呉
市
民
広
場

で
行
わ
れ
た
中
国
地
区
予
選
会

で
第
３
位
と
な
り
、
今
大
会
の

出
場
権
を
２
年
連
続
獲
得
。
初

戦
は
中
京
大
学
と
対
戦
し
た
。

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

陸
上
競
技
部
が
「
第
19
回
Ｕ
20
世
界

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
に
出
場

U20 日本代表に選出
された東秀太選手

中四国地区の代表として出場したソフトボール部

　

私
の
ゼ
ミ
は
、「
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
制
作
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。教
員
と
し
て
２
年
目
、

テ
レ
ビ
局
出
身
で
あ
り
、
前
任

か
ら
引
き
継
ぐ
形
で
指
導
し
て

い
る
。
全
国
で
も
「
映
像
制
作

を
学
び
の
中
心
と
す
る
教
員
」

は
少
な
い
と
い
う
。

　

学
生
は
、
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
制
作
と
同
じ
方
法

に
挑
戦
だ
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
、
自
分
た
ち
の
そ
ば
に

あ
る
問
題
を
見
つ
め
、
こ
つ
こ

つ
と
取
材
し
て
、
作
品
を
仕
上

げ
る
。

　

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー

マ
は
「
尾
道
の
空
き
家
問
題
」

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
闘
う
ご

夫
婦
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
」

な
ど
、
多
様
だ
。
テ
ー
マ
決
め

や
取
材
の
許
可
取
り
、
撮
影
、

編
集
作
業
は
、
す
べ
て
学
生
た

ち
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
ゆ

え
に
、
現
場
で
テ
レ
ビ
局
の
記

者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
と
一
緒
に
な

る
こ
と
も
多
い
。
プ
ロ
が
取
材

す
る
様
子
を
直
接
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
貴
重
な
経
験
だ
。

　

学
生
は
い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ

つ
か
る
。
取
材
対
象
者
に
電
話

を
掛
け
る
が
、「
何
を
話
せ
ば

い
い
の
か
」
で
立
ち
止
ま
っ
て

し
ま
う
。
カ
メ
ラ
の
前
で
相
手

か
ら
本
音
を
引
き
出
す
の
も
簡

単
で
は
な
い
。さ
ら
に
、グ
ル
ー

プ
で
取
材
に
取
り
組
む
が
、
全

員
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
も
あ

り
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

指
導
の
難
し
さ
も
痛
感
す
る
。

　

４
年
の
ゼ
ミ
生
一
人
が
テ
レ

ビ
局
に
内
定
し
た
。
映
像
制
作

に
取
り
組
む
頑
張
り
が
、
狭
き

門
を
突
破
し
た
と
思
う
。
た
だ

し
、
テ
レ
ビ
局
に
入
る
の
が
ゼ

ミ
の
目
標
で
は
な
い
。
す
べ
て

の
ゼ
ミ
生
が
、制
作
を
通
じ
て
、

人
間
的
に
成
長
し
て
欲
し
い
。

　

卒
業
し
た
先
輩
の
卒
論
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。「
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
は
、
現
実

の
人
間
と
向
き
あ
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
ネ
ッ
ト
よ
り
、

本
や
新
聞
を
読
み
、
人
に
話
を

聞
い
て
事
実
を
学
ば
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」「
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
制
作
に
は
、
社
会
問

題
に
触
れ
、
人
と
触
れ
合
い
、

人
間
を
成
長
さ
せ
る
す
べ
て

の
要
素
が
あ
る
」。
こ
の
言
葉

を
胸
に
、
私
自
身
も
学
生
と

と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。

（
映
像
メ
デ
ィ
ア
論
、
現
代
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
論
、
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
特
講
Ｄ
、
現
代
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
事
情
、
映
像
制
作
基
礎

Ｂ
・
応
用
、
プ
レ
ゼ
ミ
、
演
習

Ⅰ
・
Ⅱ
）

メディアビジネス学科
山田 哲敬 教授

91

経営学部経営学科

細井 謙一 教授（地域経済研究所所長）

お好み焼きにみる経営学の大問題
　お好み焼きを研究している。そう聞くと大抵の人はいぶかしがる。しかし、そこには、経
営学を根底から揺るがしかねない大問題がある。
　というのもお好み焼きは「合理性のないビジネス」なのだ。作るにも食べるにも時間がか
かる。同じ金額を稼ぐなら、ラーメン店なら昼休みの 1 時間で何回転もできるのに、わざわ
ざこんな効率の低いビジネスをする必要があるのか。しかも広島市では、そんな合理性の低
いビジネスが、コンビニより多いと言われるほどたくさんある。合理性を追求するという経
営学の大前提に逆行している。
　しかし、お好み焼きのルーツを探っていくと、違った姿が見えてくる。といっても、良く言
われる原爆との関係は必ずしも定かではない。確かに焼け野原にできた屋台群からお好み焼
きは始まるが、成立当初の屋台群でお好み焼きを出す店はごくわずかだ。事情が変わるのは、
お好み焼きが産業として成立するからなのだ。昭和 27 年にはオタフクソースがお好み焼き専
用のソースを開発。同社や食品問屋は、ソース拡販のためにお好み焼き店への経営サポート
も行っていく。また昭和 42 年にはお好み村が誕生する。つまりお好み焼き店が観光目的地化
し、旅行代理店が修学旅行客や観光客を送り込み、旅行代理店はもちろんマスコミや行政ま

でもがお好み焼きを観光資源として PR するようになる。こうしてお好み焼き店は、他の業種よりも、経営しやすく、食いはぐれのな
いビジネスになっていくのである。つまりお好み焼きというビジネスが生きていきやすいエコシステム（生態系）が出来上がっている
のが広島なのだ。こうなるとお好み焼き店を営むことは合理的な選択肢となり、ついにはソウル・フードと言われるまでに成長していく。
　私が研究しているマーケティングは、ごくごく簡単に言えば売ることだ。ビジネス・エコシステムを成立させ、その力で食文化や伝
統まで創造してしまうというのは、究極の売り方だ。そういうすごいものが目の前にあるのだ。そんなことを考えながら、年間約 300
枚のお好み焼きを食べている。

～研究紹介～

▽
学
部
長
表
彰
者

●
日
商
簿
記
検
定
【
２
級
】
小

松
田
真
吾
（
経
済
学
科
４
年
）、

渡
部
詩
音
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

学
科
４
年
）、
田
邉
克
望
（
経

営
学
科
３
年
）、
横
田
吏
功

（
経
営
学
科
３

年
）、
北
山
裕

祐
（
経
営
学
科

３
年
）、
山
下

将
吾
（
経
営
学

科
３
年
）、
西

村
琴
音
（
経
営

学
科
３
年
）、

高
原
（
経
営
学

科
３
年
）、
古

瀬
太
地
（
経
済

学
科
２
年
）、

高
畠
え
み
子

（
経
営
学
科
２

年
）、
木
村
颯

太
（
経
営
学
科

２
年
）

●
基
本
情
報

技
術
者
試
験

　

渡
部
詩
音

（
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
学
科
４

年
）、
濱
田
祐

馬
（
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
学
科
３
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定
【
２
級
】

大
栗
楓
希
（
経
済
学
科
４
年
）、

佐
藤
慶
一
（
経
営
学
科
４
年
）、

竹
原
舞
（
経
営
学
科
４
年
）、

学部長表彰者

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度  

前
期
資
格
・
能
力
等
表
彰
者

前
期
資
格
・
能
力
等
表
彰
者

　

８
月
28
日
～
31
日
、
東
京
都・

東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
に
て
開

催
さ
れ
た
「
第
98
回
日
本
学
生

選
手
権
水
泳
競
技
大
会
（
競

泳
）」
に
、
水
泳
部
か
ら
８
名

の
選
手
が
出
場
し
た
。
個
人
種

目
に
出
場
し
た
河
本
遥
音
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
２
年
・
広

島
県
／
広
島
み
ら
い
創
生
高
校

出
身
）
は
、
今
年
２
月
に
行
わ

れ
た
大
会
で
２
種
目
の
参
加
標

準
記
録
を
突
破
し
、
今
回
の
全

国
大
会
へ
の
出
場
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
島
根
県
で
行

わ
れ
た
「
第
53
回
中
国
四
国
学

生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
」
で

は
、
男
子
団
体
総
合
４
位
に
入

賞
し
、
団
体
出
場
校
と
し
て
の

出
場
権
（
リ
レ
ー
３
種
目
）
を

獲
得
。
団
体
出
場
は
２
０
１
５

年
以
来
、
７
年
ぶ
り
２
度
目
の

出
場
と
な
っ
た
。

水
泳
部
が
「
第
98
回
日
本
学

生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

(

競
泳)

」
に
出
場

【男子 200 ｍ背泳ぎ】レースの様子

　

９
月
10
日
～
12
日
、
富
山
県・

岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
広
場
に
て
開
催
さ
れ
た

「
文
部
科
学
大
臣
杯
第
57
回
全

　

９
月
９
日
～
11
日
、
京
都

府
・
た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京

都
に
て
開
催
さ
れ
た
「
天
皇
賜

盃
第
91
回
日
本
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、

陸
上
競
技
部
の
山
﨑
優
希
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年
・
兵

庫
県
／
東
播
工
業
高
校
出
身
）

が
男
子
８
０
０
㍍
で
３
位
、
男

子
１
５
０
０
㍍
で
は
６
位
と
い

う
結
果
と
な
り
、
２
種
目
で
入

賞
を
果
た
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
「
文
部
科
学
大

臣
杯
第
57
回
全
日
本
大
学
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
に
出
場

陸
上
競
技
部
が
「
天
皇
賜
盃
第
91

回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会
」
で
２
種
目
全
国
入
賞

【男子 800m】で 3 位となった山﨑優希選手（右）

「ドキュメンタリー制作からの学び」

年
度
保
護
者
会
秋
季
役
員
会

が
、
46
名
の
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
役
員
会

は
、
保
護
者
会
規
約
に

よ
り
、
保
護
者
会
総
会

の
代
行
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
役
員
会
で
は
、

名
誉
会
長
の
石
田
恒
夫

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

教
育
・
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
、
興
動
館
、
学
務

セ
ン
タ
ー
の
各
担
当
者

か
ら
学
習
支
援
体
制
や

学
生
の
諸
活
動
等
に
つ

い
て
学
事
報
告
が
行
わ

れ
た
。

　

11
月
15
日
、
広
島
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
、
２
０
２
２

挨拶をする石田恒夫理事長

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度

保
護
者
会
秋
季
役
員
会

保
護
者
会
秋
季
役
員
会
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◆広島経済大学経済研究論集　第45巻　第2号　（2022年11月）
【論　説】
内示を用いた取引システムの長期均衡性�
―内示プロセスにおける長期均衡係数の高精度化―� 上野　信行（名誉教授）
� 得津　康義（教　授）
ESG投資と企業の非財務情報に関する研究の現状と課題
―文献レビューによる考察―� 棚橋　慶太（教　授）
地域食堂の地域社会統合効果
―アフターコロナ禍の共食回復戦略―� 細井　謙一（教　授）
� 金丸　輝康（大阪学院大学　教授）
� 竹村　正明（明治大学　教授）
TSMCとその顧客に関わる
最先端半導体製造事業の戦略的課題� 山本　雅昭（教　授）
循環型サプライチェーン・マネジメントの促進要因�坂間　十和子（准教授）
お金に対する心理的態度と幸福度の関係
―アンケート調査による予備的分析―� 山根　智沙子（准教授）

◆広島経済大学研究論集　第45巻　第2号　（2022年11月）
　渡辺勇一教授　退任記念号
渡辺勇一教授　写真・略歴・業績�
渡辺勇一先生のご退任によせて� 柳川　和優（教　授）
【論　説】
人間はなぜ、スポーツをするのか（２/２）�
―スポーツとは何か：本質・構造・機能―� 内海　和雄（名誉教授）
日本の破産法における相続破産制度に関する研究�
―破産は相続にどのような影響を与えるのか―� 餅川　正雄（教　授）
清原宣賢加点の経書における「声」注記� 坂水　貴司（助　教）

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号は、1 号館玄関・
図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 各自自由に持ち帰ってくだ
さい。また、バックナンバーをご希望の場合は、地域経済研究所まで来てください。

　本書は、血液循環論で知られる 17 世紀イギリスの医師、ウィリアム・ハーヴェイが晩年に刊行し
た著作で、「すべての動物は卵から発生する」という名言で知られる発生学の名著である。
　イタリアのパドヴァ大学で最先端の解剖学を学び、実験科学の影響を受けたハーヴェイは、古代ギ
リシャ時代から引き継がれた知識やカトリック教会の教義に支配された当時の科学ではなく、実験と
観察によって証明する新しい科学の重要性を確信していた。そして、王室の侍医として活躍しながら、
解剖学者としても 100 種を超える動物を生きたまま解剖して観察する生体観察を行い、古代医学の権威であったガレノスの学説を覆
す血液循環論を発見した。
　長年にわたり、膨大な種類の動物を研究していたハーヴェイは、血液循環だけでなく、動物の発生についての研究にも取り組み、
種類の異なる動物同士の発生に共通する原則があることに気がついた。そして、本書によってニワトリとシカの生殖から誕生までの
詳細な観察記録を取り上げ、「すべての動物は卵から発生する」という画期的な学説を提唱した。
　本学が所蔵する初版の扉絵には、＜ Ex ovo omnia ＞（すべては卵から）と書かれた卵を全知全能の神ゼウスが手に持ち、そこから
あらゆる動物が飛び出す印象的な図版が描かれている。

ハーヴェイ「動物発生論」初版　1651 年　ロンドン刊
Harvey, William, 1578-1657.
Exercitationes de generatione animalium. Quibus accedunt quaedam de partu: de membranis ac 
    humoribus uteri; & de Conceptione.
London : William Dugard, for Octavian Pulleyn, 1651.
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　本学では、広島経済大学の最新情
報を月初めにメールマガジンで配信
しています。ぜひ、ご登録のうえご覧
いただき、広島経済大学及び学生た
ちのことを知る一助にしていただけれ
ばと思います。保護者の皆さまの多
数のご登録をお待ちしております。登
録方法はオフィシャルサイトから“保
護者の方”をクリックしてください。

保護者様向けメールマガジン配信中保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）（通称：HUE（ヒュー）メル）

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜（Ⅱ期）］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程　[研究者養成コース・経済学専修
コース]10名（外国人留学生を含む）

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月18日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年2月21日（火）･22日（水）
合 格 発 表 2023年3月1日（水）午前10時

［社会人特別選抜（Ⅱ期）］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程　[経済学専修コース]　若干名
(外国人留学生を含む)

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月18日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年2月22日（水）
合 格 発 表 2023年3月1日（水）午前10時

■大学院　博士課程後期課程

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程　[研究者養成コース]3名（外国
人留学生を含む）

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月18日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年2月21日（火）
合 格 発 表 2023年3月1日（水）午前10時

■学部　学校推薦型選抜（資格スカラシップ 2 期／ 3 期）

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディアビジ
ネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

２
期

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月20日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年2月6日(月)
合 格 発 表 2023年2月17日（金）午後3時

３
期

出 願 期 間 2023年2月15日（水）～2月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年3月3日(金)
合 格 発 表 2023年3月10日（金）午後3時

■学部　一般選抜（1 期 A 方式・B 方式／国公立受験生支援入試／ 2 期）

１
期　
Ａ
方
式
・
Ｂ
方
式

募 集 人 員
A方式＝経済学部（経済学科50名）／経営学部（経営学科50名・スポーツ経営学科12名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科12名・メディアビジネス学科12名）
B方式＝経済学部（経済学科55名）／経営学部（経営学科50名・スポーツ経営学科13名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科13名・メディアビジネス学科13名）

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月20日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年2月6日（月）・7日（火）
合 格 発 表 2023年2月17日（金）午後3時

国
公
立
受
験
生
支
援
入
試

募 集 人 員 経済学部（経済学科10名）
出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月20日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年2月6日（月）・7日（火）
合 格 発 表 2023年2月17日（金）午後3時

２
期

募 集 人 員 経済学部（経済学科20名）／経営学部（経営学科20名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出 願 期 間 2023年2月15日（水）～2月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年3月3日（金）
合 格 発 表 2023年3月10日（金）午後3時

※��試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は2日とも選択することができます。 
両日とも同一学科を受験した場合は、高い方の合計得点で選考します。【（1期）Ａ方式・Ｂ方式・国公立
受験生支援入試のみ】

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することができます。【国公立受験生支援入試以外】
※�Ａ・Ｂ方式同時出願制　両方式に同時出願することができます（同一試験日に両方式で出願する場合、

Ｂ方式は出願数に関わらず、一律5,000円となります）

■学部　共通テスト利用選抜（1 期／ 2 期）

１
期

募 集 人 員 経済学部（経済学科40名）／経営学部（経営学科40名・スポーツ経営学科10名）
／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジネス学科10名）

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月27日（金）【締切日消印有効】
合 格 発 表 2023年2月17日（金）午後3時

２
期

募 集 人 員 経済学部（経済学科10名）／経営学部（経営学科10名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出 願 期 間 2023年2月15日（水）～2月24日（金）【締切日消印有効】
合 格 発 表 2023年3月10日（金）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することができます。

■学部　社会人入学試験

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出 願 期 間 2023年2月15日（水）～2月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年3月3日(金)
合 格 発 表 2023年3月10日（金）午後3時

■学部　編入学試験

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出 願 期 間 2023年2月15日（水）～2月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2023年3月3日(金)
合 格 発 表 2023年3月10日（金）午後3時
※事前審査で編入学年が決定している場合のみ出願することができます。

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月18日（水）【締切日必着】
試 験 日 2023年2月3日（金）
合 格 発 表 2023年2月17日（金）午後3時
※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することができます。

■学部　外国人留学生入学試験（Ⅰ期／Ⅱ期）

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出 願 期 間 Ⅰ期＝2023年1月4日（水）～1月18日（水）【締切日必着】
Ⅱ期＝2023年2月6日（月）～2月22日（水）【締切日必着】

試 験 日 Ⅰ期＝2023年2月3日（金）
Ⅱ期＝2023年3月1日（水）

合 格 発 表 Ⅰ期＝2023年2月17日（金）午後3時
Ⅱ期＝2023年3月10日（金）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することができます。

■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出 願 期 間 2023年1月4日（水）～1月18日（水）【締切日必着】
選 考 日 2023年2月3日（金）
合 格 発 表 2023年2月17日（金）午後3時

2023年度 学生募集要項
学部及び大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学オフィシャルサイト・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区祇園五丁目37番1号

（学部・大学院）入試広報センター 082-871-1313 ／ ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際教育交流センター 082-871-1002 ／ int-sc@hue.ac.jp

2023年度
総合型選抜・学校推薦型選抜

入学試験結果報告
●総合型選抜
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
総合型選抜 20 37 37 7 5.3

●学校推薦型選抜
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

学校推薦型選抜 330 758 755 636 1.2
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山根智沙子准教授が「令和３年度
証券経済学会年報 優秀論文賞」を受賞

　9 月 10 日、経済学部経済学科山根智沙子准教授
が、「令和 3 年度証券経済学会年報 優秀論文賞」
を受賞した。証券経済学会は、約 50 年の歴史を
有する日本で唯一の証券学会で、この学会年報に
掲載された複数の研究論文のなかから選ばれた。
　本論文では、大学生を対象としたアンケート調
査より、お金に対する意識（お金に対する禁忌感、
経済取引モラル）を定量化し、大学生のお金に対
する意識を明らかにするとともに、その意識が金融リテラシーへ及ぼ
す影響について検証した。
　受賞した山根智沙子准教授は「高い評価を得られ、大変光栄です。
本研究成果が、大学生や日本全体の金融リテラシー向上の一助となれ
ば幸いです」と喜びを語った。
論文題目

「大学生のお金に対する禁忌感の意識調査：金融リテラシー・家庭環境との関係」
（関西学院大学 阿萬弘行教授、関西大学 本西泰三教授との共著論文）

山根 智沙子 准教授
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伝
え

「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
２
０
２
２

「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
２
０
２
２  

「
優
秀
賞
」「
審
査
委
員
特
別
賞
」
を
受
賞

「
優
秀
賞
」「
審
査
委
員
特
別
賞
」
を
受
賞

賞状を手にする受賞者

た
い
で
す
」
と
喜
び
を
噛
み

し
め
た
。


